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投票率
　若者達の投票率が今回もものすごく低かったですね。選挙を通
じて自己表現とか自己実現しようなんて若者がどんどん減ってい
る。全体でも 55.93% で、戦後 3番目の低さでした。投票日の 10
月 31日はハロウィンという日。仮装をして渋谷に来てた人に「選
挙行きましたか？」って聞いたら、7 割が「行ってない」です。
だけどハロウィンには来る。僕ね、こういう国に未来はあるんだ
ろうかって思います。さらに、24 才の男が上京して京王線の列
車の中で横にいた 72 才の男性をいきなり刺し、車内に油をまい
て火をつけ、「２人以上殺したら死刑になる、自分は死にたかっ
た…」と供述するという事件が起きました。自暴自棄ですね。そ
ういう犯罪を犯して自己実現をしたと思っている人と、この投票
率の低さは僕はリンクしていると思います。これ、本当に深刻な
問題で、今僕たちが置かれている日本という国の現実です。
　4 年ぶりの選挙の結果を見た時に何を考えるべきなのか、今
日のテーマ「利己的な競争社会から利他との共生社会へ」移る
べきなんじゃないかと思うんです。

政治ってなんですか？
　政治っていうのは、チェさんのトークの中にありましたけど、
例えば国籍の問題。二重国籍を認めないとか、チェさんのように
納税をしている人に選挙権を与えないとか、実は国際的なルール
からみてもとってもおかしなことが、日本の社会では当たり前の
ように未だに通ってます。暮しの中にあるそういう不公正とか、
理不尽なことが、実は政治です。僕らの身近にある暮しの中にあ
ることこそ本当は政治だと僕は思っています。そういうことがわ
からないと政治というものを人ごとみたいにしちゃうんですよ。

国民主権
　「日本国民は日本国民の意志によって憲法を制定し憲法を改正
し、三権分立を通じて国の政治を行わせる」。主役は国民だとい
う意味で「行なわせる」という認識はすごく大きい。で、それが
いつの間にか国民というのが観客になっている。見てるだけとい
うか。主人公が永田町で役者みたいに振る舞っている人たちで
あって、自民党の総裁選はまるで芝居を観ているようでした。国
政とはあまり関係ない。実質的にはボスが日本の首相になるとい
う現実はありますが、あれは国民主権と直接的には関係のない話
ですよね。それをマスメディアが微に入り細に入り報道した。そ
れが今の日本の政治に関しての現実だと思うんですね。

コロナ禍で学んだことと主権者教育
　コロナによって僕らは利他っていう考え方を自然に身につけた
んだと思うんです。困ってる人がいたら助けるのが当たり前って
いうね。それが今だんだんとなくなってきてる。選挙では表立っ
た争点にはならなくて、給付金がいくらもらえるとか、そんな目
先のことになってしまった。完全に忘れられてるのが震災復興で
す。福島第一原発の廃炉作業ってあと半世紀かかるんです。にも
関わらず、原発再稼働はやむを得ないといっている与党が勝った。
なぜか。メディアが争点化できなかったから、もっというと若い
人たちの投票率が全然あがらなかったから。やっぱり、主権者教
育がなされてない証拠だと思いますよ。

利己の競争社会から利他の共生社会へ
　利他とは何かというと、そこにあるのは公です。昔から「世
のため人のため」といったでしょ。そういう部分の考え方って

とても大事なんですよ。例えば福祉、教育、医療という分野は
自分の事ばかり考えていてはだめなんです。そこは民間活力と
かいって儲けの手段にしちゃいけない分野です。民営化してし
まうと、とっても良くないことが起きる。ヨーロッパや他の先
進国は、行き過ぎた民営化はみんなのためにならない、という
んで元に戻したりしてます。

マスメディアの役割
　それから、自戒を込めて言いますけど、マスメディアの役割
が劣化したと思います。自民党総裁選のとき、NHK と民報は総
選挙の報道量よりも多かった。よくよく考えてみると自民党と
いう公党のボス選びのために、総選挙より長い時間を費やして
放送するっていうのはおかしくないですか？これはすごく重要
な問題です。もう一つ。実は、選挙が終わった瞬間に評論家とか、
テレビに出ているコメンテーターが、「野党共闘は大失敗」「野
党共闘なんて絵空事」と批判した。じゃあ野党共闘をやってな
かったらどうなってたと思いますか？さっきの数字なんてもん
じゃないと思いますよ。メディアの関係者は、自分のたちの耳
に痛いこととか、損になる事はいわない。メディアが役割をキ
チンと果たさなかったことが、総選挙の結果に影響してると思
いますね。そう思いませんか？（会場拍手）

人間は社会的生き物
　人間というのはやっぱり一人では生きられないということで
すよね。僕の恩師の、筑紫哲也さんがよく好んで、引いてたセ
リフ「I am a part of all that I have met.」私はこれまであってき
た人のすべての人の一部である。この考え方は、利己とか利他
という言葉にすごく関係していて、自分のことばっかり考えて
いると自分が不幸になっていくと思うんですよ。利他という考
え方はそこから出てきた考え方です。それと矛盾するようです
が、「自分であることの自由」があります。心の中の自由は、不
可侵であって誰かから強制されるものじゃないということです。
社会的な生き物であるっていうのは、理解するのがなかなかむ
ずかしい。例えば交響曲のように大勢で奏でる音楽、一人ひと
りがその役割を果たした時に総和以上のものが出てくる。これっ
てすごい大事なんです。NEWS23 キャスター・筑紫さんの、最
後の「多事争論」をご覧いただき僕の話を終わりたいと思います。
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変わらぬもの　とかく一つの方向に流れやすいこの国の中で、
この傾向はテレビの影響が大きいこと、少数派であることを恐
れないこと、多様な意見や立場をなるたけ登場させること、こ
の社会に自由の気風を保つこと、そういうことが含まれており
ます。それを実際に全て全うできたとは言いません、しかしそ
ういう意思を持つであろうと努めてまいりました。この 18 年
間人は変わったんですが、そのことでは変わりはありません。
同じようにこれからも松明は受け継がれていきます。
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